
No.

患者
１日投与量 
投与期間

副作用

性 ・ 
年齢

使用理由 
（合併症）

経過及び処置

1 男 
70代

脳梗塞 
（高血圧，肺線維症）

25mg 
（0.5mg/kg） 
１回

大動脈解離の悪化 
脳梗塞発症。 

発症１時間55分後 CT検査実施。 
Early CT signなし，出血なし，浮腫なし。 
意識障害レベル：JCS２

発症２時間20分後 NIHSS18。

発症２時間40分後 本剤投与前血圧164/74mmHg（臥位）。 
本剤静脈内投与開始。 
発症から，それまでは胸部症状の訴えなし。

発症３時間５分後 胸部のしめつけ感がありECG撮る。

発症３時間10分後 意識レベル低下，血圧低下，塩酸ニカルジピン中止，塩酸ドパミン開始。

発症３時間20分後 本剤中止。胸腹部CTにて大動脈解離の可能性。

発症４時間７分後 血圧低下，呼吸停止，呼吸補助。

発症４時間15分後 心マッサージ開始。

発症４時間22分後 心のう穿刺，ドレナージ開始。

発症５時間42分後 死亡。 
死因：大動脈解離，心タンポナーデ

臨床検査値 

  発症２時間40分後 発症３時間５分後 発症３時間14分後

収縮期血圧（mmHg） 164 104 68

拡張期血圧（mmHg） 74 94 42

脈拍数（/分） 111 ― 117

体温（℃） 35.0 ― ―

併用薬：塩酸ニカルジピン
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2 女 
70代

脳梗塞 
（胸部解離性動脈
瘤）

6.9mg 
（0.17mg/kg） 
１回

大動脈瘤破裂 
脳梗塞発症。 

発症50分後 CT，MRI検査実施。 
Early CT signなし，出血なし，浮腫なし。 
責任病巣：右内頸動脈穿通枝及び皮質枝領域 
梗塞巣の大きさ：中・大（実測1.5cmを超える） 
意識障害レベル：JCS２

発症１時間30分後 NIHSS12。

測定時刻不明 本剤投与前血圧134/73mmHg（臥位）。

発症１時間42分後 本剤静脈内投与開始（投与所要時間12分）。

発症１時間55分後 投与13分後に状態悪化（血圧95/52mmHg，脈拍数68/分）のため，本剤
投与中止（総投与量6.9mg）。

発症１時間57分後 中止２分後に意識障害が出現し，ショック状態となる。

発症２時間10分後 胸部CT検査を行ったところ，心タンポナーデ，胸部解離性動脈瘤と判
明。

発症２時間35分後 心肺停止となったため，心臓マッサージ実施。

発症３時間11分後 死亡確認。 
死因：大動脈瘤破裂

臨床検査値 

  投与開始前 発症１時間55分後 発症１時間57分後 発症２時間35分後

収縮期血圧（mmHg） 134 95 50台 0

拡張期血圧（mmHg） 73 52 ― ―

脈拍数（/分） ― 68 ― ―

併用薬：エダラボン


